
 

高齢化社会を迎え多くの施設で看取りに 

関わる機会が増えているのではないでしょ

うか。看取りを通して、不全感や罪悪感、も

やもやした思いを抱えている職員も少なく

ないといわれています。今回は、当院で行っ

ているデスカンファレンスという多職種で

の振り返りをご紹介したいと思います 

 

終末期において、約７割の方は意思決定能力がなくなり、自

分自身の医療やケアについて決められなくなります。では、

どうしたら、人生の最終段階において、自分が望む医療・ケ

アを受けることができるのでしょうか？患者にとっての最

善の医療を実践するために何をしていくかを考える機会に

いたしましょう。 

在宅緩和ケアとちぎ「夏季研修会」2017 
～地域包括ケアを目指した在宅医療推進・多職種連携～ 

市民公開講座 

10：00～12：00（受付開始：9：30） 

矢吹 拓さん 
木澤義之さん 

栃木医療センター内科医長 

神戸大学大学院医学研究科 

内科系講座 

先端緩和医療学分野 教授 

会場 

済生会宇都宮病院 ２F 

グリーンホール 

◎ 事前申し込みにご協力ください。 当日現地での申し込みもお受けいたします。 

 

E-mail：murai_za@yahoo.co.jp 問い合わせ：村井クリニック 地域連携推進室 鈴木  

FAX 028-621-1514 （電話 028-643-0332） 

 

助成：公益財団法人 在宅医療助成 勇美記念財団 

医療・介護関係者に限らず、一般の方にも聴いていただける内容です。 


